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1 はじめに
近年のインターネットの普及により，Web上には大量の電

子文書が存在し，大規模なデータベースとなっている．Web
の規模が大きくなるにつれて，目的とする情報を自動的に収
集し，まとめて欲しいという要求が高まってきている．とり
わけ，人物に関する情報（プロフィール情報）に関するそれ
は高い．しかし，従来の情報抽出の研究では，新聞記事など
が研究対象の中心であり，Web ページを対象とした研究は
まだ十分なされているとは言えない．
本稿ではプロフィール情報を対象とし，Web ページから

情報抽出を行うための基礎的技術である「フィルタリング」
と「切り出し」の処理について新しい手法を提案する．「フィ
ルタリング」とは，Web ページにプロフィール情報が含ま
れているかどうかを判別する処理であり，「切り出し」とは，
Web ページのどの部分にプロフィール情報が含まれている
かどうかを判別する処理である．本手法の特徴は，両者にサ
ポートベクトルマシンを用いる点にある．Web ページ 400
ページを対象として実験を行った結果，F 値 0.718を得た．

2 プロフィール情報の抽出方法
情報抽出の手順を図 1に示す．本稿では，「フィルタリン

グ」と「切り出し」の 2 つの処理を提案する．残りの 2 つ
の基礎技術である「固有表現抽出」と「情報統合」の処理に
ついては，今後の課題とする．以下で「フィルタリング」，
「切り出し」の手法を説明する．

2.1 フィルタリング

フィルタリングの手順を以下で説明する．

step1 HTMLタグの除去
HTMLタグにはプロフィール情報を表す情報は含まれ
ていないので取り除く．

step2 形態素解析
形態素解析を行い文を単語列に分割する．

step3 ベクトル化
Webページをベクトルで表す．方法は，以下の通りで
ある．まず，ページに出てきた単語にベクトルの 1つの
要素を割り当てる．次に，局所的重み付けTFと大域重
み付け IDFを用いてベクトルの要素に値を与える．最
後に，各重み付けをされたベクトルを正規化する．TF，
IDF，正規化には以下の式を用いる．
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図 1: Webからの情報抽出の手順
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ここで，fij は単語wiのWebページ dj における
出現頻度，nはWebページの総数,niは単語wiを
含むWebページ数，vj は局所重み付けと大域重
み付けを行った後のベクトル (l1jg1, · · · , lmjgm)，
‖vj‖は，ベクトル vj のノルムである．

step4 は，学習の場合と判別の場合で異なる．

step4 学習
プロフィール情報の有無とベクトルの関係をサポート
ベクトルマシン（SVM）[1] に学習させる．このとき，
ベクトル化されたWebページが SVMの素性ベクトル
となり，プロフィール情報を持つかどうかがラベルと
なる．

step4 判別
ベクトル化したWebページを素性ベクトルとしてSVM
に与える．そして，プロフィール情報を持つかどうか
を判別させる．

2.2 切り出し

切り出しの手法では，Webページを図 2のようなHTML
タグによる木構造として解析する．そして，プロフィール情
報の切り出しを，プロフィール情報を含んでいるノードを選



図 2: タグによる木構造

表 1: 実験結果

実験 再現率 R 精度 P F 値

フィルタリング 0.895 0.894 0.895

切り出し 0.732 0.732 0.732

フィルタリング後 0.700 0.737 0.718
の切り出し

択することとみなす．ノードにプロフィール情報が含まれて
いるかどうかを判別するのには，そのノードを根とする部分
木に含まれる単語を用いる．ページ内のすべてのノードを判
別し，結果を次のように扱う．「フィルタリング」と同様に，
そのベクトルを正規化したものを素性ベクトルとして SVM
に学習させる．そして，ノードがプロフィール情報を持つか
どうかを判別する際も，ノードの持つ単語から作られるベ
クトルを素性ベクトルとして SVMに与えて判別する．IDF
と正規化の式には 2.1 と同じ式を用いる．一方，TF には，
fij を単語 wiのノード nj における出現頻度に置き換えたも
のを用いる．

3 実験
本研究での提案手法である「フィルタリング」，「切り出

し」の有効性を検討するために以下の実験を行った

3.1 フィルタリング

Webページにフィルタリングを施し，プロフィール情報
が含まれているページを抜き出す実験を行った．形態素解析
器には茶筌 [2]を，SVMには TinySVM[3]を用いた．SVM
の仕様は，２次の多項式カーネルを用い，ソフトマージンを
1とした．この実験には，Google によって「名前　年齢　
自己紹介」というキーワードで検索したWebページを用い
た．内訳は，プロフィール情報が含まれているWebページ
上位 200ページ，含まれていないWebページ上位 200ペー
ジである．これらのWeb ページを用いて，10 分割交差検
定を行った．実験の評価には，再現率 R = |C|/|A|，精度

P = |C|/|B|，再現率Rと精度P で表されるF 値F = 2RP
R+P

を用いた．ここで，|A|はプロフィール情報を含むページ数，
|B|は結果として得られたプロフィール情報を含むページ数，
|C|は A内の正解数である．実験結果を表 1に示す．
この実験で誤って「プロフィール情報が含まれていない」

と判別されたページには，プロフィール情報が「1981・12・
4 生まれ　いて座　 A 型　高知出身」などのように省略形
で書かれいて，プロフィール情報を表す手がかりが少ないと
いう特徴が見られた．逆に，誤って「含まれている」と判別
されたページには，「氏名」，「年齢」などの単語が多数含まれ
ているという特徴が見られた．

3.2 切り出し

Web ページからプロフィール部分を切り出す実験を行っ
た．SVMには前述の TinySVMを用いた．ここでは，RBF
カーネルを用い，ソフトマージンを 1 とした．この実験に
は，プロフィール情報が含まれているWebページのみの 200
ページ用いて，10分割交差検定を行った．実験の評価には，
4．1での |A|をプロフィール情報を含むノード数，|B|を結
果として得られたプロフィール情報を含ノード数，|C|を A
内の正解数に置き換えた再現率，精度，F 値を用いた．実験
結果を表 1に示す．
この実験での誤りは，プロフィール情報を持たない親ノー

ドとプロフィール情報を持つ子ノードとの間に，含まれてい
る単語の差が少ないときに多く見られた．

3.3 フィルタリング後の切り出し

フィルタリングの結果を対象に，切り出しを適用する実
験を行った．実験結果を表 1に示す．
この結果は，「切り出し」を単独で行った結果とほぼ同じ

F 値であった．このことから，誤りを含んだ「フィルタリン
グ」結果に対して，「切り出し」では誤りにあまり影響され
ることなくノードのプロフィール情報の有無を判別出来てい
ることがわかる．

4 おわりに
本研究では，Webページから情報抽出するための基礎技

術である「フィルタリング」，「切り出し」の手法を提案した．
今後，残りの基礎技術である「固有表現抽出」，「情報統合」
について研究を行いたい．
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